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第７０回 山形県連合小学校長会研究協議会開催される

大　会　日　程
（６月１０日㈮　山形市　国際交流プラザ）

９：30　◇受　付
10：00　◇全体会
　　　　　⃝役員紹介
　　　　　　１　開会のあいさつ
� 遠藤　倫夫　実行委員長
　　　　　　２　国歌・県民歌斉唱
　　　　　　３　会長あいさつ
� 田中　利幸　会長　　　
　　　　　　４　来賓あいさつ
　　　　　　　　山形県教育委員会教育長
� 葊瀬　　渉　様　　　　
　　　　　　５　来賓紹介
� 髙橋　　禎　幹事長　　
　　　　　　６　大会宣言
� 村上　宏幸　研修委員長
　　　　　　７　閉会のあいさつ
� 黒木　佳昭　H29年度実行委員長
� 高野　　博　H30年度実行委員長
　　　　　⃝諸連絡
10：40　（休　息）
10：55　◇研修Ⅰ
　　　　　講演『目は世界に　心はふるさと
� ―次の世代に何を伝えるか』
　　　　　講師　田勢　康弘　氏（ジャーナリスト）
12：30　◇昼食・休憩
13：30　◇研修Ⅱ
　　　　　分科会
16：00　◇閉　会
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　あらためまして、会場の皆様、おはようございま
す。「第70回山形県連合小学校長会研究協議会」が、
県教育庁教育次長 阿部 善和様、並びに市町村教育
委員会協議会会長 荒澤賢雄様、そして歴代の県連
小会長様をはじめ、多くのご来賓の皆様のご臨席を
いただき、ここ山形国際交流プラザにおいて開催で
きますことを、会員の皆様とともにお喜び申し上げ
ます。また、本大会を開催するにあたり、日頃から
温かいご指導とご支援を賜っております山形県教育
委員会、並びに各市町村教育委員会、関係諸団体、
そして、大会の成功に向け、さまざまな心配りのも
と、周到な準備を進めてこられた西置賜地区校長会
の皆さまに、心から敬意と感謝を申し上げます。
　山形県連合小学校長会は、県内各市町村、また県
内11地区に組織されている校長会の連合体として存
在しており、それぞれの校長会に伝統や文化、受け
継いでおられる考え方があります。今年度の学校の
統廃合により、小学校は６校が減少し254校となり
ましたが、その違いをよさとして考えを出し合い、
新たに仲間としてお迎えした48名の校長先生と共に、
力を合わせていくことが、各学校経営の充実と県内
小学校教育の振興につながるものと考えます。
　昨年12月に中教審は、大量退職・大量採用による、
年齢や経験年数の不均衡を背景に、「学び続ける教
員像」を掲げました。学習指導要領の改訂や学校の
組織体制の整備に伴い矢継ぎ早に打ち出される教育
改革に加えて、５月に提出された教育再生実行会議
の第９次提言では、障害や不登校、学力差等課題が
ある子どもへのきめ細かい対応や、次世代のリー
ダー育成等の内容が示されています。こうした、新
たな教育課題に対するリーダーシップやマネジメン
ト力を磨き研鑽を積むために、自らの意志で集い、
情報交換を通して進むべき方向を探っていく。そう
した、学び続ける校長先生方を支える県連小であり
たいと考えます。
　その鍵は、各専門委員会活動の充実にあります。
県連小は、「喫緊の課題への組織的な対応力」と
「発信する県連小」を目指して、組織改編と調査研
究の見直しを図り、昨年度「対策、研修、生徒指
導」という新たな枠組みで専門委員会がスタートし
ました。生徒指導委員会が、新しい方針での調査研
究の委託を受け、単年度での調査と分析、情報発信
から提言までを行ってくださいました。この提言の
浸透を図ることが、まず、その方策の一つだと考え
ます。
　これは、昨年度の「県連小研究紀要　第59集」で
す。ネット接続機器使用の課題と対応についての調
査結果と生徒指導委員会からの提言が掲載されてい
ます。個々に読むだけでなく、各校長会で研修会の
資料として等活用し、提言の浸透を図ってはいかが
でしょうか。また、第57集と58集には、『教職員の
世代交代と学校の統廃合が進む中での学校経営の在
り方を探る』と題した調査研究が特集されています。
第54集と56集には、『子どもと向き合う時間の確保
をどう図っていくか』をテーマに、調査結果と実践
が掲載されています。これらは、いずれも、「校長
先生方の実体験を基盤」とし、「校長としてどう対
応するか」という視点でまとめられており、今まさ

に、私たちが直面している課題への解決のヒントが
発信されています。せっかくの、この私たちの財産
を、さらに活用してはと考えます。
　二つ目として、私たちは、対策委員会を中心に、
本県教育のあるべき姿を模索し、家庭や地域はもと
より、教育委員会や関係機関とも連携して、問題解
決に努めていかなければなりません。厳しい現状や、
次々と提示される教育改革への対応は、子どもや現
場で働く教員に反映されてこそ、意義ある取り組み
であると言えます。先ほど紹介した研究紀要 第57
集には、調査結果の中に、「講師として勤務してい
る方の経験を、教員採用に反映させてほしい」とい
う要望が挙げられています。こうしたことも要因の
一つとなって、この度示された「特別採用枠の拡
大」につながっていると考え、感謝しております。
　そして、三つ目として、各地区研修委員の方々が
パイプ役を担ってくださっている本研究協議会は、
私達校長の経営力を高める最大の研修機会です。全
連小主題と、６教振の理念を受けた、新たな副主題
のもとに実施する研究協議会の、２年目となります。
西置賜地区校長会の方々は、遠藤倫夫実行委員長を
はじめ、16名という少ない会員数で取り組んでおら
れますが、提言発表を大事にした分科会の進め方や、
参加型協議会としての総括の仕方、事務作業を軽減
するホームページの活用等、効率化や今後につなが
る見直しを図ってくださっています。また、本研究
協議会の成果は、来年度開催する「東北連小　山形
大会」につながります。２年前に県実行委員会を立
ち上げ、山形地区、上山地区、東村山地区を主管地
区として、黒木佳昭実行委員長、最上博之事務局長
を中心に、準備を進めています。研修の充実を何よ
りも大切にしながら、山形駅周辺を会場としたコン
パクトで、かつ「おもてなしの心」を表す大会をめ
ざしています。主管地区のメンバーだけでは、どう
しても賄い切れないところがありますので、研修委
員会を中心に、各地区からのご支援をお願いいたし
ます。
　さて、この度発生した熊本地震被害への対応につ
いてですが、各地区理事の方々を通して連絡したよ
うに、全連小・東北連小ともに、「統一した対応は
取らず、各県校長会の判断に任せる」という見解で
した。
  そこで、副会長の方々に相談したところ、「同じ
仲間として、お見舞いの気持ちを表したい」という
ことにまとまり、県連小本会計（予備費）から見舞
金として１０万円を、直接、熊本県校長会に送付いた
しました。　これも、喫緊の課題に対する県連小の
組織的な対応力であり、皆様のご協力に感謝いたし
ます。
　最後になりますが、学び続ける機会の大切さを認
識し、研修を深めることが、役割を担ってくださっ
ている方々の、労苦に報いる、最大の成果だと考え
ます。それぞれの地域に根ざした、活力ある教育活
動の実践をもちより、参加会員相互の学校経営に触
れるこの機会を大切にしながら、実りある研究協議
会になることを願い、挨拶といたします。本日は、
どうぞよろしくお願い申し上げます。

会長あいさつ
� 山形県連合小学校長会　　　　　
� 会長　田　中　利　幸　　
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　第７０回山形県連合小学校長会研究協議会の開催に
あたり、一言ご挨拶申し上げます。
　校長先生方におかれましては、日頃から本県小学
校教育の充実・発展のためにご尽力いただいており
ますことに、まずもって深く感謝申し上げます。
　また、この度、ご勇退なされました先生方のご功
績に対しまして、心より敬意と感謝を申し上げます。

　さて、本協議会は７０年目という節目の年を迎えら
れました。発足から、このように教育へのひたむき
な取組みを連綿と続けられていることに改めて敬意
を表します。
　この７０年の間には、様々な課題が取り上げられて
参りましたが、今の子どもを取り巻く環境は、大き
く変化している状況にあります。
　少子高齢化や核家族化を伴う人口減少の進行だけ
でなく、グローバル化や ITの進展という大きな変
化が急激に進んでおります。そのような社会の中で、
主体的にたくましく生きぬいていく人間の育成が、
教育の役割として益々重要になってきております。

　昨年度は、本大会において６教振の方針に沿った
教育活動の展開をお願いいたしました。
　ご承知のとおり、６教振は、５教振以来これまで
本県が進めてきた「いのちの教育」の理念を踏まえ、
それを基盤としながら、知徳体をバランス良く身に
つけ、総合的な力として高めることを目指しており
ます。
　このことについて、各校において真摯な取組みが
なされ、着実に前進しておりますことに改めて御礼
申し上げます。

　本年度、本県では、「社会を生きぬく基盤となる
確かな学力を育成する」こと、「変化に対応し、社
会で自立できる力を育成する」ことを目指して、「山
形の未来をひらく教育推進事業」を展開し、小・中・
高等学校を通した「探究型学習」を、より推進して
参ります。
　また、各校における探究型学習の効果を検証し、
その結果を授業改善と教育施策に還元することをね
らいとして、「山形県学力等調査」を、県内全小学

校５年生及び中学校２年生において１０月５日に実施
します。授業改善と評価を適切に結びつけ、効果検
証を図りながら事業の推進に努めて参りたいと考え
ます。

　さらに、グローバル化に対応した外国語教育の一
層の充実を図って参ります。グローバル化が進む社
会にあっては、山形県人、日本人としての自覚や文
化に対する深い理解を前提に、国際社会の一員とし
て、自らの考えや意見を発信し、異なる文化を持つ
国の人々と豊かにコミュニケーションできる能力が
必要です。
　今年度は、鶴岡モデルとして取り組んでいただい
ております鶴岡市で、実際に地元の魅力を発信する
取組みを行う予定でおります。今後、先進的に取り
組まれている成果を広く普及して参りたいと考えて
おります。

　教職員の人事評価については、本年度本格実施と
なりましたが、大きな混乱もなく、現在進められて
おります。これまでの試行の取り組みがあったとこ
ろとは言え、この４月、５月は、面談時間の確保を
始め、多くのご苦労があったことと拝察します。こ
の評価が軌道に乗るためには、もう少し時間がかか
るかと思われますが、教職員一人一人の「資質、意
欲、能力の向上」を図れるよう、教職員へのご指導
をお願いいたします。本県教育委員会しても、教職
員全員で信頼される学校を作っていける仕組みとな
るよう、皆様の声を積み重ねながら進めて参ります。

　信頼される学校づくりに向けた取組みには、服務
規律の徹底はもとより、授業改善や教職員の意欲、
資質の向上など、より質の高い教育活動が求められ
ます。６教振を中心としながらも、これまで同様、
着実な学校経営を展開していただくようお願いいた
します。

　最後になりますが、これからの校長先生方のご健
勝と山形県連合小学校長会の益々の充実と発展をご
祈念申し上げ、挨拶といたします。

来賓あいさつ
� 山形県教育委員会　　　　　　　　
� 教育長　葊　瀬　　　渉　　

（代読　教育次長　阿部　善和）
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「目を世界に 心はふるさと ― 次の世代に何を伝えるか」

　プロフィール
　1944年中国黒龍江省黒河で生まれる。西置賜郡白鷹町出身。
　中学１年の３学期、父親の死にともない青森県から父母の出身
地白鷹町へ移り、荒砥中学校（当時）に３か月在籍。以来、ずっ
と白鷹町出身と称している。
　早稲田大学政治経済学部政治学科卒。日本経済新聞社で42年間、
政治担当の記者、編集委員、論説委員、コラムニストをつとめる。
　途中、ワシントン支局長。2006年から４年間、早稲田大学教授。
それ以前に東大講師、米国ハーバード大学上席研究員。2008年か
ら８年間ＴＶ東京系列で報道番組「田勢康弘の週刊ニュース新
書」キャスター。
　現在、ジャーナリスト、田勢康弘事務所代表、一般社団法人
「心を伝える歌の木を植えよう会」代表、「日中ジャーナリスト
会議」日本側 座長。
　代表的著書に「政治ジャーナリズムの罪と罰」、「島倉千代子と
いう人生」（ともに新潮社）、「総理の演説」（バジリコ社）等。

講師：ジャーナリスト　田　勢　康　弘　氏

演題
「目を世界に 心はふるさと 
　　　　 ― 次の世代に何を伝えるか」

講　　　演
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講演会

「目を世界に 心はふるさと」
� に参加して
� 飯豊町立第二小学校　土　屋　賢　寿　

　田勢康弘先生のお名前は以前からは知っていまし
たが、勤務校と近隣の白鷹中学校の校歌を作詞され
たことで、身近な感じがしていました。県連小研究
協議会でもご講演いただけるとお聞きし、事前にイ
ンターネットを検索してみました。
　経歴には、「中国の黒竜江省生まれ。父の仕事の
都合で小学校５年から中学校１年まで青森市久栗坂
で過ごし、父の死をきっかけに当時母親の実家の
あった山形県荒砥町（現在の白鷹町）に転居。その
後一家で上京し、早稲田大学卒業」とあり、社会人
となられてからの新聞・テレビ・大学等でのご活躍
の様子が記されていました。
　戦争・難民・テロや経済・国境等の世界的な問題
が毎日報道され、国内でも地震や洪水からの復興・
地方消滅・憲法等の多様な課題がある今、先生がど
んなお話をされるのかとても興味がありました。
　また、中学１年生のわずか３か月しかいなかった
白鷹町を「出身地」と言ってくださるのはなぜだろ
うという不思議も生まれ、いつもより少し背筋を伸
ばして講演の始まりを待ちました。
　初めにわかったのは、「白鷹町出身」の所以でした。
わずか３か月ながら、多感な時期に荒砥中学校で担
任してくださった先生との出会いが、永く心を支え
るものになった事。しかも、講演当日にはその担任
の先生が会場にお出でくださり、静かに田勢先生の
お話しに耳を傾けていらっしゃいました。
　出会いの妙、時を超えて繋がる心の素晴らしさを
感じるとともに、「あなたは成長の途にあるたくさ
んの子ども達と、どんな出会いをしていますか。」
と問われているような気がしました。
　また、農業の魅力を再認識し、農業がもうかる仕
組みに転換する視点や、負の遺産を生み出してし
まった原子力利用の現状を直視し、廃炉ビジネスを

立ち上げていく必要性等、「できないと思っている
事」を「できる」にする発想にも考えさせられるも
のがありました。
　控え目で、明確な意思表示があまり得意でない日
本人については、よく話題になるところですが、講
演の中で触れられた「教室の端に陣取って、自らを
ほとんど主張しない日本人留学生のエピソード」は、
私たちが育てている子ども達の未来の姿であるかも
しれません。
　考えて見ると、私達自身も、あまり出しゃばらな
いよう抑えている部分があります。この日本人の姿
勢が逆に世界で活躍することの足かせになっている
ようにも思えました。教員にとって世界で活躍でき
るような子どもを育てていくことは、夢であり目標
でもあります。そのためには、物事を鵜呑みにする
のではなく、根拠をもとに自分なりの考えを構築し
ていく力、そして自分の信念や考えを自ら発信する
主体性やたくましさを育てていくことが必要である
と感じました。
　講演の中で、映像とともに紹介いただいた白鷹中
学校の校歌は、田勢先生の白鷹町や山形県を大切に
考えて下さっている想いと、無限の可能性を秘めた
子ども達への温かい励ましのメッセージとして伝
わってきました。特に「目を世界に　心はふるさと」
という歌詞を最も入れたかったということから、世
界に目を向けて自分の夢に挑戦していくことと、ふ
るさとを思い地域に貢献していくことは違った道で
はなく、この２つのことを子ども達には共に大切に
してほしいというメッセージが含まれていると感じ
ました。私が勤務する学校の教育目標は、「ふるさ
と大好き　すすんで勉強する子ども」です。「目を
世界に　心はふるさと」と大きく重なる部分がある
と自分なりに理解しました。今日の講演の内容を本
校の子どもたちにも教育目標と関わらせながら伝え
ていきたいと考えています。
　今回の講演は田勢先生のジャーナリストとして活
躍された広い視野とふるさと白鷹町を大切に思う心
に裏打ちされた、教職に携わる我々への示唆性に富
むメッセージで、日々の実践につなげていきたいと
思いました。
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第　１　分　科　会

経営ビジョン 第１分科会に参加して

鶴岡市立加茂小学校　　樋　坂　　　聡　

••••••••••••••••••••••••••

••••••••••••••••••••••••••

○�子どもたちの夢や希望を育む創意と活力に
みちた学校経営ビジョン

　　～上山スタイルの学校経営を通して～
� 上山市立中川小学校　藤　原　由　美
研究協議のまとめ
（趣旨）
　学校は、子ども達の夢や希望を育み、その実現に
向かう力を育成しなければならない。そのために、
校長の指導のもと、創意あふれる学校づくりが必要
となってくる。本分科会では、子ども達が生きる未
来社会を見据えた明確な学校経営ビジョンを持ち、
創意と活力に満ちた信頼される学校経営推進の在り
方を明らかにする。
（研究協議内容）
《協議の柱》
◎子どもたちの将来を見すえた２本立ての学校ビ
ジョンのあり方
◎教職員の意欲を引き出し、９年間で育てる意識を
高める教育活動の推進
《協議内容》
○小中連携のあり方における校長の役割について
・校長として連携を行うことに伴う「メリット」
「デメリット」をしっかり把握し、先ずは、校長
間で学校ごとの考え方の違いを語り合い歩み寄り
進めることが大切である。
・「子どもが成長する活動になっているのか」とい
う視点を忘れず、それを基に会議や内容の精選を
行い、場合によっては、家庭や地域に協力を求め
ることも大切である。
○「９年間で子どもを育てる」という教職員の意識
を高めるため校長の役割について
・「木を見て森を見ず、森を見て木を見ず」となら
ないように、バランス感覚を養うために、方向性
を示したりや視野を拡げるようアドバイス（講
話・校長通信等基に）を行うことが大切である。
・一人一人の教職員をみとり、それぞれが行ってい
る教育活動について価値づけし、自信を持たせ、
感謝することが大切である。
・学校目標具現化のための教育活動であることを
しっかり示し、組織を活用することと共に何らか
の仕掛けを行うことが大切である。
� （記録　上山市立南小学校　岡村　　廣）

　学校の特色や指導の重点、教職員の協働等、学校
経営の充実に向けて取り組むべきポイントの多い中、
小中連携の視点から「学校の独自性あふれる経営ビ
ジョンの策定・実践」と「小中連携を柱とした経営
ビジョンの策定・実践」という２つの柱立てによる
経営を通し、９年間で子どもを育てる教員の意識を
高めることができた実践に多くを学びました。
　学校は、それぞれ独自の教育目標を掲げ、特色あ
る教育を推進しています。各学年や学級でも、子ど
もの実態に応じそれぞれに工夫して日々教育にあ
たっています。これはどこにでもある当たり前の学
校風景のようですが、その実践に学校としてきちん
と１本筋が通せるかどうかは、実は大変難しく、か
つ根本的な課題です。
　そんな中でA学校独自のビジョン　B小・中連携
の２本立ての経営ビジョンを職員で共有し実践して
いるということは、まさに全職員の意識と実践力の
賜物と言えます。まず校内をかため、そして小中間
の連携に広げていく取組に思いを馳せた時、「上山
スタイル」の力強さをあらためて感じました。
　この取組を充実させるための手立ての中核であろ
う「かみのやま子ども宣言」や各中学校区の「具体
的行動」を評価し共有する際、目に見える成果だけ
でなく、取組の過程で見られる子どもの姿に価値を
見出していくことが「夢と希望を育む経営ビジョ
ン」につながるのではないかと思い至りました。
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第　２　分　科　会

組織・運営 第２分科会に参加して

� 川西町立高山小学校　衣　袋　慶　三　

••••••••••••••••••••••••••

••••••••••••••••••••••••••

○�学校経営ビジョンの具現化を図るマンパ
ワーの活用

� 山形市立東沢小学校　小　松　和　彦
研究協議のまとめ
（趣旨）
　学校経営ビジョンの具現化を図るためには、人的
措置や組織体制の充実が最重要であるととらえ、組
織の活性化・活力ある運営のあり方を探るための切
り口として「マンパワーの活用」に焦点を当て、市
全体の現状と課題、成果と今後の展望等を整理した。
視点ごとに整理したことにより、その効果を自校の
実情を勘案しながら取り入れやすくなった。また、
状況に応じた教科担任制や加配教員活用の工夫によ
り、組織運営の活性化や組織力の向上につながって
いる。教職員一人一人のマンパワーをいかに引き出
し、職員同士を校長がどうかかわらせるかによって、
相乗効果が生まれる。こうしたマンパワーのより効
果的な活用が図られることが重要であろう。
（研究協議内容）
協議の柱：「職員個々の持ち味を活かし、協働性と
　相乗効果を高める校長のリーダーシップ」
グループ別協議（主な協議内容）
○　教職員の専門性を高め、教科担任制により、各
教師の持ち味を活かし、得意教科で学力を向上さ
せ、複数の目で子ども理解を深め、子どもの心の
安定を図ることも可能である。効果は大きい。
○　各学校の実情に応じて、個々の教職員の意識を
高く持たせ、組織の作り方や運用を工夫していく
ことが大切である。
○　新採教員や若手・中堅教員を育て、ベテラン教
員の良さを生かす校長のリーダーシップが益々重
要である。
○　市町によって配置状況に差がある。人員や教員
の質の確保、担任力を高める努力を続けたい。
○　クラス替え・担任替え等は、リスク回避から授
業改善・学力向上につながるものにしていきたい。
� （記録　山形市立第九小学校　岸　　純一）

　学校経営ビジョンの具現化を図るためには人的措
置や組織体制が重要であり、組織の活性化・活力あ
る運営の在り方を探る切り口として「マンパワーの
活用」がそのカギを握る。この視点から山形市小学
校長会から発表があった。
　アンケート調査で興味を引いたのは、人的教育環
境である学校規模や加配教員配置状況と全国学力・
学習状況調査の結果をリンクさせたり、学力のみな
らず楽しい学校生活ができるようにするためのマン
パワーの効果的な活用のあり方を分析したり、「数
値化」「見える化」を行ったことである。
　その後のグループ討議・発表では、授業改善につ
ながる教員のよさ・強みを生かす教科担任制、校長
としてトラブルに対する初期対応、担任を意図的に
毎年替えることによる授業改善や学級経営の充実、
教員の負担の見極め等学校の実態に応じた話し合い
が行われた。
　教職員の力を生かす。そのために日常的な打ち合
わせやコミュニケーションの重要性、学校の活性化
につながる人的な配置の在り方、人事評価面談の活
かし方、人数を増やすだけでなく協働性をもった人
材の育成等、まさしく現在求められている「チーム
学校」の姿と一致する。
　活力ある組織・運営の実現と校長の在り方につい
て、発表事例をもとに、さまざまな実践を紹介いた
だき充実した時間を過ごすことができた。
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第　３　分　科　会

評価・改善 第３分科会に参加して

山辺町立山辺小学校　會　田　昭　広　○�学校評価を、校長は学校経営にどう活かす
のか

　　～アンケート結果からの問題提起～
� 尾花沢市立福原小学校　井　上　信　也
研究協議のまとめ
（趣旨）
　北村山地区全小学校に対して学校評価に関する調
査を行ったところ、ねらいや方法の多様さと共に、
共通点も多いことが分かった。調査結果の分析を基
に、校長がめざす学校経営の実現のために学校評価
をどう活用していけばよいかを探ってみた。
（研究協議内容）
【協議1】経営戦略に対応した学校評価の使い方　
　分析の結果、学校評価は、そのねらいから以下の
６つのタイプに類型化されることが提案された。
①学校評価を自校の教育活動の発信に活用する。
②保護者の思いや考えを知り、意見・要望に応える。
③保護者にも学校づくりの当事者意識をもたせる。
④評価結果を教職員の指導に生かす。
⑤トップダウン的に内容方針を示し、経営に生かす。
⑥職員の取組を評価項目に生かし、意識を高める。
　タイプの判別を試みることによって、自校の学校
評価を様々な視点から分析することができ、課題も
より明確になったという感想が多かった。
　①の場合、年度当初に校長が評価項目を保護者や
地域に説明し、適切な評価のための情報や場を提供
する、その取組こそが学校への関心と信頼を深めて
いく最良のＰＲ方法ではないか。また、評価のねら
いに応じて、評価内容や方法、そして公表の仕方も
変えていくことが必要である等の意見も出された。
【協議2】学校評価を運営する上での諸課題
　多忙化と効率化という観点からも、学校評価と人
事評価をうまく連動させることが大切でないか。
　保護者へのアンケートの回数も１回から複数回と
多様であるが、日頃の感想や生の声も大切な評価情
報であり、日常的な評価も心がけたい。
　学校運営に対する保護者の自由記述に対して、個
人の私見なのか全体的な意見なのかを判断して対応
する必要がある、改善の視点として職員に示す場合
にも活用できる、等の意見が出された。

（記録　東根市立神町小学校　長瀬　広幸）

　第３分科会では、事前に送付されてきたアンケー
ト結果からの問題提起という形で話し合いを行った。
　分科会全員が学校評価の類型（①学校ＰＲ型②保
護者対応型③学校保護者緊張型④教職員緊張型⑤
トップダウン型⑥ボトムアップ型⑦その他 ）の中
から自校の型を吟味検討し持ち寄り、尾花沢市立福
原小学校井上信也校長の発表の後、４～５人ずつ５
つのグループに分かれ討議を行った。
　多くのグループから、やるからには効果的に行い
たいという意見が出された。保護者アンケートの経
年経過から良くなった点のＰＲや職員の改善の視点
として活用したり、若い教員へのＯＪＴとして活用
したりしているという意見が出された。いずれにし
ても、学校の重点と評価の項目がしっかりと対応し、
早めにそれを提示すること、その結果をどう活用す
るかの方向性を示すことにより評価をする時の観点
もぶれず、きちんとした評価に繋がるのではないか。
また、アンケートを記名にするか無記名にするかや
自由記述を全て公表、選んで公表、校長コメントを
つけて全て公表するという方法に分かれた。さらに、
校長としてアンケートを簡略化しながら教頭への負
担を軽減したいという意見も聞かれた。学校規模や
地域の実態によりどれがベストとは判断できないが、
学校評価が形だけに終わらず保護者と学校関係を築
く有効なツールと捉え、真摯に取り組んでいきたい。
有意義な分科会、ありがとうございました。

••••••••••••••••••••••••••

••••••••••••••••••••••••••
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第　４　分　科　会

知性・創造性 第４分科会に参加して

新庄市立升形小学校　早　坂　祐　司　○�調和のとれた子どもを育む教育課程の工夫
と校長の在り方

� 天童市立長岡小学校　加　藤　昭　男
研究協議のまとめ
（趣旨）
　調査をもとに、知・徳・体の調和のとれた教育課
程の編成の重点の置き方や、編成手法について提言
を行った。提言をもとに「直接主導の改善」「職員
の聞き取りをして改善」「従前の反省を生かした改
善」等を観点に、校長の関わりを協議する。
（研究協議内容）
■学力、児童、地域課題等、改善に結びつけるため
の教育課程編成手法についての協議
・職員自身が課題に気付き課題に対して主体的に動
けるようにしていくこと
・全体のみでなく主任層への働きかけが必要なこと
・改善に対しては保護者や地域にも丁寧な説明、発
信をしていくことが必要なこと
・改善点については PDCA（点検活動）サイクル
を短くして、職員の意識を高めること
・地域と取り組む活動の協力体制・時間等の変更は、
時機を見て時間をかけ丁寧に進めること等、編成
手法について共通したことが話し合われた。
■校長の教育課程編成力を高めるための情報交換が
大切であるとの提言を受けた協議
　手法や課題を学び合い、編成や実施にあたっての
校長のセンス、肌感覚を学び合い磨くことが大切で
ある。例えば、変更が急がれる教育活動は年内にも
変更し、試行の反省を次年度につなげる等、思い
切った校長の姿等、学ぶことが多い協議となった。
■新しい赴任先で教育課程の編成について注意して
いることの協議
・前任者からの引き継ぎを大切に、内容を職員と確
認し、新しく赴任した職員とも話し合あうこと、
明るく希望を持って校長の思いや願いを日常的に
語っていくこと等、丁寧に編成を行う校長の姿勢
が話し合われた。
（記録　山辺町立相模小学校　犬石　秀実）

　第４分科会では、東村山地区を代表して加藤昭男
先生の発表がありました。調和のとれた子ども像を
図式化し、知性と創造性の関わりや知・徳・体の教
育課程の柱を大変わかりやすく示し、教育課程に工
夫や改善を加えた事例を数多く紹介していただきま
した。項目ごとに、とてもよく整理され参考になり
ました。最後の提言についても、校長同士の十分な
情報交換の必要性等、これからの学校経営へ大き
な示唆を与えていただきました。
　その後、協議の柱を①「教育課程編成で見直しを
図るときに大事にしていること」と、②「校長とし
ての1年目の学校でどのように教育課程の提案改善
をすすめるか」について、真剣かつ活発にグループ
協議・全体交流が行われました。グループ協議の中
では、次のようなことが意見交流されました。
・大事にしたいのは、どんな子どもを育てようとし
ているのか、課題は何か、校長としてのメッセー
ジを伝えること。
・スクラップ＆チェンジという発想と、やっている
ことへの意味づけと価値づけを校長がすること。
・１年目は浸み込ませるという関わり方でメッセー
ジを明るく伝えていこう。「絶対よくなる」を発信。
　今回、知性・創造性の分科会に参加して、情熱溢
れる各地区の校長先生方の話を聞きながら、使命感
のあるリーダーシップの大切さを強く感じることが
でき、大変有意義な研究協議となりました。

••••••••••••••••••••••••••

••••••••••••••••••••••••••
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第　５　分　科　会

豊かな人間性 第５分科会に参加して

米沢市立六郷小学校　小　林　知可志　○�豊かな人間性を育む教育の推進と校長の直
接、間接的な関わり

� 酒田市立内郷小学校　志　田　道　広
研究協議のまとめ
（趣旨）
　「生きる力」の根幹を成す豊かな人間性の育みと
いう課題に向け、道徳教育と人権教育を窓口に校長
のあるべき姿を模索した取組を踏まえ、校長として
直接子どもたちに何ができるか、間接的な手法でど
う働きかければよいか、それらを推進する上でどの
ような環境づくりを心掛けるのかについて探る。
（研究協議内容）
《協議の柱① ― 校長のあり方や関わり方》
・子どもや保護者、地域の方々、教職員に対して、
校長としてのビジョンを明確に示し、思いを共有
することが大切である。直接的又は間接的な手立
ては多様であるが、その推進にあたって校長自身
の姿勢（人間性）がモデルとして感化力を持つこ
とを深く意識したい。
・子どもとの関わりも教職員との組織づくりも校長
の「コミュニケーション」と「リーダーシップ」
が鍵である。自尊感情を育むことを基盤に、前向
きな目標設定で楽しい集団づくりを進めることが
プラス方向のエネルギーを生むと考える。
《協議の柱② ― 次の一手》
・組織的に取り組むため教職員同士が支え合い達成
感や一体感を共有できる関係づくりを進めること
が大切である。その際、ねらいや評価の観点がぶ
れないよう校長の高い指導力が必要である。
・子どもの人間性を育むために指導者たる教員の力
量向上が不可欠である。生活や行事、授業等の場
面の中に子ども同士の学び合いや評価し合う場を
設定する等具体的にテーマを絞ってＯＪＴを進め
る等の工夫も必要である。
・家庭や地域、小中連携の取組の中で子どもの育ち
を語ることが大切である。その際、学校支援地域
本部事業等の活用も有効である。
（記録　酒田市立広野小学校　佐藤　　亨）

　豊かな人間性を育む教育は、広範囲であり、教育
活動全体だけでなく、家庭や地域も含めた子どもに
関わる全ての生活である。提言内容は、校長講話や
児童との対話、道徳の授業や人権教育、家庭・地域
への情報発信等、校長の直接的、間接的な関わりを
テーマにしたものであった。提言内容から、自校で
の実践内容を振り返り、校長としての役割や関わり
方を考えることができた。
　豊かな人間性を育むというのは、子ども達が、よ
りよい人間関係を持てているかが問題であり、たと
え家庭や地域で豊かな人間関係を持てない子どもで
も、学校がよりよい人間関係の中で楽しい場所であ
るならば豊かな人間性を育めるものと考える。つま
り、子ども達が豊かな人間関係の中で育てば、人間
性豊かな子どもが育つはずである。
　分科会では、各学校の特色ある活動や校長として
の児童・職員への関わり方が話し合われた。その中
でも、「校長としての教育ビジョンをどう職員や児
童に伝え、共有して実践していくか」が学校経営上
大切であることについて深く考えさせられた。
　これらの議論の中で、豊かな人間性を育むことに
ついて、校長の役割の大きさ、関わりの大切さが実
感できた分科会であった。
　分科会運営や、時間の配分についても適切で、十
分満足できたものであった。発表者、運営関係者等
に感謝したい。

••••••••••••••••••••••••••

••••••••••••••••••••••••••



� （特　集　号）　　　　　　　　（11）山 形 県 連 小 会 報

第　６　分　科　会

研究・研修 第６分科会に参加して

� 山形市立南沼原小学校　渡　邉　和　浩　　○�教員の指導力向上をめざした校内研修の推
進と校長の役割

戸沢村立戸沢小学校　市　川　重　保
研究協議のまとめ
（趣旨）
　学校の教育力を高めるには、教職員一人一人の担
任力（実践的指導力）の向上を図るとともに、課題
解決に向けて機能する教職員集団を育成することが
大切である。本分科会では、担任力を高め、課題解
決に向けて機能する教職員集団を育成するための校
内研究・研修体制の構築と校長の果たすべき役割を
明らかにしていく。
（研究協議内容）
１　教員の研修意識をいかに高めていくか。
・研修の必要感をいかに持たせるかがポイントであ
る。そのためには、日常のコミュニケーションが
重要である。人事評価を活用した主体的な目標設
定も研修意欲の高揚につながる。
・若手育成のために、意図的にベテラン教員を関わ
らせることが相互の研修意欲を高めることにつな
がる。校内の指導（研修）体制をいかに構築して
いくかが校長に求められる。
・校長と教職員の意識をそろえることが大切である。
そのために、企画委員会は重要である。時には、
子どもの実態を数値で語ることも必要である。
２�　教員同士の学び合い（同僚性）をどう日常化し
ていくか。
・同僚性を生み出すためには、仕事の負担軽減を図
り教職員のゆとりを作ることが重要だ。具体的な
方策として、高学年の教科担任制、複数体制での
保護者面談、校務分掌の入れ替え等々がある。
・学年や学年ブロックの活性化がポイントになる。
互いにサポートし合える組織の構築という視点で、
キーマンに対する校長の働きかけが重要になって
くる。
・具体的なデータ（実態）を示しながら課題意識を
高めていくことも必要である。
� （記録　最上町立富沢小学校　下河辺敏弥）

　今回の発表は、学校教育活動の成否につながる中
核的な課題であり、大量退職時代に突入した今、ミ
ドルリーダーを育成するとともに、若手教員にベテ
ラン教員の持つノウハウをいかに引き継いでいくか
は、まさに喫緊の課題である。
　このような現状を踏まえ研究された、最上地区校
長会の発表は、学力向上と特別支援教育を校内研修
の柱と位置づけた豊富な実践や提言等、大変示唆
に富む内容であった。中でも、学力向上に向けた同
僚性を高める工夫や、目標・取組・ゴールを明確に
した経営方針の共有化、特別支援教育充実のための
専門機関との連携や外部講師を招聘しての校内研修
の充実等は、大いに参考にしていきたい。
　グループ協議では、①「教員の研修意識を高めて
いく手立て」と、②「ベテランの良さを生かす教員
同士の学び合い」について話し合った。
　私のグループでは、①については、教員の必要感
を高めていくことが何よりも重要で、そのためには、
自己設定の目標を立てさせること、適宜の面談等で
意欲を継続させていくことが重要であろうというこ
と、②については、学年ブロックの活性化のための
学年主任のサポート体制の構築、若手が相談しやす
い雰囲気の醸成等が大切であろうということ等が
話し合われた。
　若干時間をオーバーしてしまうほど、充実した意
義ある話し合いであった。

••••••••••••••••••••••••••

••••••••••••••••••••••••••



（12） 　� （特　集　号）　　　　　　　　　　　山 形 県 連 小 会 報

第　７　分　科　会

学 校 安 全 第７分科会に参加して

� 村山市立大久保小学校　石　川　重　美　○�子どものいのちを守る学校安全と校長の在
り方

　～職員の危機意識の維持・向上にかかる校長の一手～
� 白鷹町立東根小学校　舩　山　彰　博
研究協議のまとめ
（趣旨）
　安全教育と安全管理は、校長のリーダーシップの
もと、組織の一員として全教職員が行っており、職
員個々が高い危機意識を持つよう、効果的な校長の
一手が求められる。職員の危機意識の維持・向上に
資するため、「いつ、何を、どういう場で、どのよ
うに」手だてを講ずるか、校長の果たす役割につい
て探っていく。
（研究協議内容）
協議１【危機発生の未然防止、危機発生時の迅速・
的確な対応のために、どのようにして職員の危機意
識の維持・向上を図ればよいか。】
○職員の危機意識は、最悪を想定する想像力であり、
少しでも不審に感じたら迷わず110番することが
大事である（警察の指導）との話で、職員の危機
意識が急激に高まった。
○まずは、教頭・主幹教諭・教務主任等の学校経営
の中核になる職員の危機意識を高めることが、校
長の最初の一手である。
協議２【学校安全における危機予防のために、どの
ように意図的・計画的な指導や機を捉えた指導を行
えばよいか。】
○機を捉えた指導は危機意識を高める有効な手立て
あるが、職員会議等での職員一人一人が経験した 
「ヒヤリハット」を紹介し合い共有することも効
果的である。校長からのトップダウンではなく、
職員が主体となってお互いに危機意識を高め合う
仕組みを作ることが校長の一手である。
○子どもの危機予防力を高めることも必要である。
子どもに考えさせる機会や事後指導を大切にする
とともに、職員の子どもへのおろし方についても
確認していくことが大切である。
� （記録　白鷹町立蚕桑小学校　竹田　典克）

　東日本大震災の復興もままならない時に熊本の大
地震が起きてしまいました。原因に活断層があると
考えられていますが、日本中のどこにでも活断層は
存在すると考えた方が現実的のようです。いつどこ
で起こるか分からないのです。危機は地震だけでは
ありません。自然災害、交通事故、不審者……挙げ
ればきりがありません。
　校長はこのような危機に対してどのように対応し
ていけば良いのか、考えさせられた分科会でした。
　まず、危機が起きないような対応です。地域を巻
き込んだ組織で子どもを守ること。校長自身が想像
力を働かせて巡視すること。また、適切な情報を収
集して職員に危機を学ぶ意識を高めていくことが重
要であると感じました。各学校に様々な対策マニュ
アルがありますが、役割分担を果たすことで満足し
ていないのか、子どもの命を守るための役割分担で
あって、役割を果たすことが目的になっていないの
か、目的と手段が逆転していないのかを職員全員に
考えさせることが大事だと感じました。マニュアル
に「魂」を吹き込むのが校長の役割です。
　また、万が一危機が発生した場合、被害を最小に
食い止めるためには、学校の限界を自覚して警察
署・消防署等の外部組織に迅速に助けを求めること
も大事だと感じました。常に危機意識を持つことが
校長の重要な仕事であると深く自覚した研修でした。
関わった方々に深く感謝いたします。

••••••••••••••••••••••••••

••••••••••••••••••••••••••



� （特　集　号）　　　　　　　　（13）山 形 県 連 小 会 報

第　８　分　科　会

健 全 育 成 第８分科会に参加して

� 酒田市立宮野浦小学校　阿　彦　裕　光　○「だれもが行きたくなる学校づくり」
　　　　　　　　　　における校長の役割
　～“米沢市全体で取り組む学校づくりプロジェクト”より～
� 米沢市立塩井小学校　徳　間　　　健
研究協議会のまとめ
（趣　旨）
　一人一人の児童理解を進め、教職員で情報を共有
し、課題解決や改善に向けて組織的な教育活動の展
開を図り、すべての子どもにとって安全で安心な居
場所となる学校を目指していくことが求められてい
る。本分科会では、子どもの健全育成を阻害する課
題を予見し、いじめや不登校等を生まない学校づく
りの推進の在り方を明らかにする。
（研究協議内容）
《協議の柱》
◎いじめや不登校を生まない “だれもが行きたくな
る ”学校づくりのために、校長はどのようなリー
ダーシップを発揮すべきか。
〈協議内容〉
○校長がリーダーシップを発揮し、担任力向上を推
進する組織づくりをするために
・教職員をやる気にさせる体制づくりを整える。
　（ベテランと若手をつなぐＯＪＴの活用等）
・教職員との対話を通して、職員理解に努める。
・小さなことから情報共有し、迅速な組織対応がで
きる校内体制を整える。
・児童理解の手立て（アセス、Q－ Uの活用）を
学校全体で研修し、学習指導や生徒指導等で生か
していく。（行政や幼小中の連携）
○校長がリーダーシップを発揮し、一人一人の子ど
もの学びの保障をするために
・行政と校長会が連携し、発達障がい等の支援体制
を推進する。（支援員の配置等）
・新採教員の校内支援体制の整備を図る。
・一人一人の子どもが認められる学校づくりを推進
する。（わかる実感がもてる手立て、朝や放課後
等を活用した補習の取り組み等）
� （記録　米沢市立三沢西部小学校　神保　雅寿）

　第８分科会では、米沢市小学校長会の取組として
「だれもが行きたくなる学校づくり」における校長
の役割～米沢市全校区で取り組む学校づくりプロ
ジェクト～と題した研究発表を徳間健先生より詳し
く説明していただきました。学校への不適応を示す
子どもの増加や教職員の年齢構成のアンバランス等
米沢市の抱える課題を解決すべく、市内全小中学校
で取組が行われたとのこと。上記の課題については、
県内どの地域でも共通の課題で、勉強になったこと
は、行政と連携しながら、きちんとした予算の裏付
けや大学教授を招聘し、理論構築をした上での研究
発表であったことです。また、各校のミドルリー
ダーが「教員研修プログラム」を延べ１０８時間も受
講し研修を深めると共に、各校に持ち帰り、報告・
伝達し、実践に繋げていること、さらには、快く研
修に出す職場の温かさを感じました。
　４人×３グループの少人数での話し合いでしたが、
各校児童の健全育成の取組について情報交換するこ
とができ、たいへん有意義な時間を過ごせました。
分科会の最後には、３グループでの話し合いの報告
があり、どれもが頷けるものばかりでした。さらに、
司会者より分科会を４つの “つ ” でまとめていただ
き、心に残る第８分科会でした。①つとめる（努め
る）：理解を深める、やる気にさせる②つなぐ：小
小小中、行政③つづける：継続こそが重要④つくり
あげる：やらされるのではなく、みんなでの気持ち。

••••••••••••••••••••••••••

••••••••••••••••••••••••••



（14） 　� （特　集　号）　　　　　　　　　　　山 形 県 連 小 会 報

第　９　分　科　会

健康・環境 第９分科会に参加して

� 上山市立宮川小学校　吉　田　康　之　

　未来を生きる力を育む健康教育を推進するための
校長のあり方をさぐるべく、「社会や生活環境の変
化に対応する健康教育の推進と校長の在り方」を
テーマに協議が進められました。川西町の小中学校
長会による児童生徒のメディア接触の実態調査を基
にした発表は、昨今の学校を取り巻く大きな課題に
正面から向き合っての取り組みであり、まさに時宜
を得た発表であると実感しました。具体的かつ多方
面からのデータ分析と継続的な取り組みによる年度
間比較等も大変参考になりました。
　グループ討議では、「社会や生活環境の変化に伴
う子どもの変化を、校長としてどう把握していく
か。」「把握した課題に対して、校長としてどういう
道筋で解決していくか。」という協議の柱について、
活発な話し合いがなされましたが、中でも特に、問
題が中学校で噴出したときには、手遅れ状態になっ
てしまうケースがあり、その芽は小学校の３・４年
生段階から発しているという事案や教職員以上にメ
ディアリテラシーに長けた児童の実態が見え隠れす
るという話題に及び、現実に即した対応が急がれる
ことを実感いたしました。更に、子どもたちを取り
巻く心身の健康推進に関わる問題は、学校だけでは
立ちゆかないところがあり、ＰＴＡや外部機関との
連携が不可欠であることも再認識いたしました。今
後の取組に示唆を与えていただいた有意義な協議の
場となりましたことにあらためて感謝いたします。

••••••••••••••••••••••••••

••••••••••••••••••••••••••

○�社会や生活環境の変化に対応する
� 健康教育の推進と校長の在り方
� 川西町立玉庭小学校　青　山　雄　二
研究協議のまとめ
（趣旨）
　近年の生活環境の変化、とりわけ携帯端末等の普
及に伴うメディア接触の増加は、子どもたちの健康
や人間関係に大きな影響を及ぼしている。
　本分科会では、「未来を生きる基盤となるセルフ
コントロール力」の育成をめざす健康教育の在り方
を探る。
（研究協議内容）
１�　 社会や生活環境の変化に伴う子どもの変化を、
校長としてどう把握していくか。
・川西町では、養護教諭部会のレポートからメディ
ア接触による問題について危機感を持ち、本研究
に取り組んだ。校長は、子どもの変化を見取る感
性を鍛えていかなければならない。様々な面から
情報を得る等学んでいかなければならない。
・実態を数値で表すことで客観的に把握できる。さ
らに、記述式で理由を聞いたり、親の実態を把握
したりすることで、より課題が見えてくると思わ
れる。
２�　把握した課題に対して、校長としてどういう道
筋で解決していくか。
・川西町では、実態把握を行い、できることから取
りかかった。小中連携し、多方面から取組がなさ
れている。関係機関との連携で効果が上がる。
・始めから禁止や制限について考えるのではなく、
メディアリテラシーから入ることで、主体的に取
り組めるようになる。
・職員に共通課題としての意識を持たせ、ミドル
リーダーを育成し、ＯＪＴの機会にしていきたい。
・親の成長を促すのも校長の役割である。子どもの
面倒を見ている祖父母に対しても学ぶ機会を作る
ことが大切になってきている。児童会自ら声を挙
げて取り組むような手立ても考えていきたい。
（記録　川西町立大塚小学校　中川　栄子）



� （特　集　号）　　　　　　　　（15）山 形 県 連 小 会 報

第　10　分　科　会

自立と社会性 第10分科会に参加して

� 大江町立本郷東小学校　佐　竹　伸　一　○�信頼に応える特別支援教育の推進と校長の
役割

　� 鶴岡市立上郷小学校　松　田　裕　可　
研究協議のまとめ
（趣旨）
　すべての人々が相互に人格と個性を尊重し合う社
会の実現に向け、その基礎形成のため、子ども達が
ともに生活し、互いに尊重し合う感性を育みながら
も、特別な支援を必要とする子ども一人一人には、
それぞれの教育的ニーズを把握し、適切な指導及び
必要な支援を行うことが求められている。本分科会
では、特色ある学校経営の中に共に生きることを目
指した学習の場を設定し、自立を図るための特別支
援教育の推進の在り方を明らかにする。
（研究協議内容）
研究の柱①：限られた条件のもと、コーディネー
ターを中心に組織的に機能する特別支援教育の体制
を充実させるにはどうすればよいか。
○だれをコーディネーターに指名するのかが重要で
ある。また、コーディネーターの複数指名や仕事
の内容を明確にすることも大切である。
○学校教育支援員等の配置を、可能な限り充実させ
ていくことが必要である。
○専門家チームによるスクリーニングの結果を、ど
のように担任や保護者に伝え、有効に活用してい
くかが重要である。
研究の柱②：校内における特別支援教育への理解を
いかに深め、次代につなぐ人材をどのように育成す
ればよいか。
○校内の特別支援教育の体制について、まず校長が
方向性を明確に示していくことが大切である。
○校内研修で知識や経験のある職員から講師になっ
てもらい、保護者面談の仕方や支援計画の引き継
ぎ方等について研修を深めることが必要である。
○各校にスペシャリストや検査を実施できる職員が
配置されることが理想である。
� （記録　三川町立横山小学校　平賀振一郎）

　第１０分科会では「自立を図り社会性を育てる教育
の推進と校長の在り方」という研究課題について、
特別支援教育の推進の在り方に係る発表とグループ
別の協議が行われた。
　田川地区の「信頼に応える特別支援教育の推進と
校長の役割」についての発表では、地区内の特別支
援教育に係る現状が報告された後、「実態に応じた
校内体制組織の構築」「今後に向けた計画的な人材
の育成」「新たな課題に向けて」という３つの観点
から、それぞれの実践事例についての紹介がなされ
た。特別支援教育コーディネーターを活かすための
工夫や育成のための手立て、ユニバーサルデザイン
の視点を取り入れた授業づくり等について多くのこ
とを学ばせていただいた。
　グループ別協議では、特別支援教育の体制を充実
させるための工夫と人材育成の在り方について話し
合われた。体制を充実させるためには、校長自らが
方針を示しつつ関わり方を工夫していく必要がある
こと、コーディネーターの配置を工夫し役割と分担
を明確化する必要があること等が話し合われた。人
材育成については、研修機会や内容の充実、管理職
の特別支援教育に対する理解の深化が必要であるこ
と等が話し合われた。
　田川地区の充実した研究成果の発表と、活発で和
やかなグループ別協議での学びは多く、校長として
果たすべき役割を確認することができた。

••••••••••••••••••••••••••
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